
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

近
畿
地
方
の
万
葉
集
と
風
景
画
シ
リ
ー
ズ
（
第
四
十
七
回
） 

 
 

 
 

「
賀
茂

か

も

の

神
社

や

し

ろ

（
葵

あ
お
い

祭
ま
つ
り

）」 

 

木
綿

ゆ

ふ

畳
た
た
み 

手 た

向 む
け

の
山
を 

今
日
越
え
て 

い
づ
れ
の
野
邉

の

べ

に 

廬
い
ほ
り

り
せ
む
我 わ

れ 

 
 

 
 

 
 

 

作
者
・
大
伴

お
お
と
も

坂
上

郎
女

さ
か
の
う
え
の
い
ら
つ
め 

巻
六―

一
〇
一
七 

（
解
説
）
手
向
け
の
山
を
今
日
越
え
て
い
っ
て
、
何
処
の
野
辺
に
い
ほ

り
を
し
よ
う
か
し
ら
、
わ
れ
ら
は
。 

 
 

○
「
木
綿
畳
」
は
楮

こ
う
ぞ

の
木
の
皮
を
原
料
と
し
た
布
の
こ
と
で
、
道

中
の
無
事
を
祈
っ
て
神
に
手
向
け
る
の
に
使
う
の
で
、
手
向
け
の

山
の
枕
詞
と
な
っ
て
い
る
。 

○
こ
の
歌
の
題
詞
は
「
天
平
九
年
（
７
３
７
）
夏
四
月
、
大
伴
坂

上
郎
女
の
、
賀
茂
神
社
を
拝
み

を

ろ

が

奉 ま
つ

り
し
時
、
便

す
な
は

ち
相
坂
山

あ
う
さ
か
や
ま

（
逢
坂

山
あ
る
い
は
合
坂
山
と
も
い
う
。）
を
越
え
、
近
江
の
海
を
望
み
見

て
、
晩
頭

ゆ
ふ
ぐ
れ

に
還
り
来
て
作
る
歌
一
首
」
と
な
っ
て
い
る
。 

○
な
お
、「
手
向
け
の
山
」
は
題
詞
に
あ
る
相
坂
山
（
京
都
市
と 

大
津
市
と
の
境
の
山
）
、「
近
江
の
海
」
は
琵
琶
湖
を
指
す
。 

ま
た
「
晩
頭
」
は
夕
暮
れ
を
云
う
。 



 
 ○

「
賀
茂
神
社
」
と
は
京
都
府
京
都
市
に
あ
る
賀
茂

か

も

別 わ
け

雷
い
か
ず
ち

神
社

じ
ん
じ
ゃ

（
上

賀
茂
神
社
）
と
賀
茂

か

も

御
祖

み

お

や

神
社
（
通
称
・
下
鴨
神
社
）
の
２
つ
の

神
社
の
総
称
で
あ
る
。 

○
題
詞
に
参
拝
と
な
っ
て
い
る
が
、
四
月
と
す
る
こ
と
か
ら
推
せ
ば
、 

毎
年
陰
暦
四
月
の
中
の
そ
の
酉 と

り

の
日
に
行
わ
れ
る
京
都
三
代
祭
り
の

一
つ
「
葵

あ
お
い

祭
ま
つ
り

」
を
見
学
が
て
ら
に
で
か
け
た
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
、

前
日
と
そ
の
晩
は
山
背
に
宿
泊
と
い
う
。
三
日
ば
か
り
と
遊
覧
と
の

説
が
あ
る
。（
保
育
社
・
万
葉
の
歌
「
人
と
風
土
」
参
照
） 

○
京
都
三
大
祭
と
い
え
ば
春
５
月
の
「
葵
祭
」、
夏
７
月
の
「
祇
園
祭
」、

そ
し
て
秋
１
０
月
の
「
時
代
祭
」
で
す
。
な
か
で
も
現
在
、
毎
年
５

月
１
５
日
に
お
こ
な
わ
れ
る
「
葵
祭
」
は
も
っ
と
も
由
緒
の
あ
る
祭

礼
と
い
わ
れ
て
い
る
。 

○
葵
祭
は
下
鴨
神
社
と
上
賀
茂
神
社
の
例
祭
で
正
式
に
は
「
賀
茂
祭
」

と
い
わ
れ
、
当
日
の
祭
り
は
、
約
１
４
０
０
年
前
、
平
安
時
代
の
優

雅
な
王
朝
装
束
に
葵
の
葉
を
飾
っ
た
行
列
で
知
ら
れ
て
お
り
、
京
都

御
所
か
ら
下
鴨
神
社
を
経
て
上
賀
茂
神
社
へ
と
向
か
い
ま
す
。
行
列

は
５
０
０
人
を
超
え
、
長
さ
が
１
キ
ロ
に
も
及
び
ま
す
。
行
列
は
さ

な
が
ら
現
代
に
よ
み
が
え
っ
た
平
安
絵
巻
。
馬
３
６
頭
、
牛
４
頭
、

牛
車
２
基
、
神
輿
１
台
に
よ
る
王
朝
行
列
が
京
都
の
街
中
、
お
よ
そ



８
キ
ロ
の
道
の
り
を
巡
行
し
ま
す
。 

 

○
こ
の
途
次
に
あ
る
下
鴨
神
社
の
境
内
に
広
が
る
「
糺 た

だ

す
の
森
」
は

縄
文
時
代
か
ら
生
き
続
け
る
広
さ
約
１
２
万
平
方
の
森
林
で
国
際
文

化
都
市
・
京
都
の
中
心
地
に
位
置
し
て
い
る
。 

 

（
参
考
文
献
）・
日
本
古
典
文
学
大
系 

「
萬
葉
集
」・
糺
の
森
財
団
「
蛍
火

の
茶
会
」・
保
育
社
・
万
葉
の
歌
「
人
と
風
土
」
等 

（
写
生
地
） 

下
鴨
神
社
境
内
に
広
が
る
秋
景
色
が
す
ば
ら
し
い
瀬
見

せ

み

の
小
川
沿
い

の
糺
の
森
を
描
く
。（
池
田
杏
花
） 

 

 


